
「記紀・万葉」県民活動支援補助金採択事業	 

記紀・万葉ふるさとフェスティバル	 

ステージ 3rd.	 

開館 7周年記念	 

琴と尺八の宴（うたげ）	 

〜古今で奏でる万葉の曲〜	 

平成 27 年 11 月 11 日（水）	 

午後 1時〜	 特別出演ウクレレ奏者 HOOK	 

imagine	 日本の故郷	 

午後１時半〜2時半	 

	 	 	 	 	 	 琴和会（島田響湖代表）	 

	 	 	 	 	 	 尺八	 山原啓山	 

入館料のみ（高校生以上 300 円・小中学生 200 円）	 

登録有形文化財「藤岡家住宅」	 ＮＰＯ法人	 うちのの館（やかた）	 

〒637・0016 奈良県五條市近内町 526	 

電話とファックス 0747（22）4013・info@uchinono-yakata.com	 

月曜休館・月曜が祝日のときは翌日休館・9時〜16 時・高校生以上 300円・省中学生 200 円	 

藤岡家所蔵琴・江戸時代（部分）	 

画面背景も	 

HOOK	 

山原啓山	 

島田響湖	 
琴和会	 

お食事ご希望の方は	 

かめくま松花堂（別途 1400 円）	 

お食事の方はご予約下さい	 

吉
野
・
飛
鳥
な
ど
、
古
代
﹁
記
紀
・
万

葉
﹂
の
故
地
を
巡
る
音
楽
を
、
藤
岡
家

所
蔵
古
琴
の
名
器
の
調
べ
が
奏
で
ま

す
。
毎
年
開
館
記
念
日
に
演
奏
の
琴
和
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と
山
原
啓
山
師
に
加
え
、
今
回
は
新

進
気
鋭
の
ウ
ク
レ
レ
奏
者
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

が
日
本
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風
景
へ
の
想
い
を
ウ
ク
レ

レ
で
演
奏
し
ま
す  

松花堂（内容は一部変ります）	 
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光
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西
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梁
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れ
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資料「記紀・万葉」と五條について	 3「古事記」「日本書紀」の熊野・吉野・阿陀（五條）「古事記」中巻

は神倭伊波礼毗古命
かむやまとのいわれびこのみこと

（神武天皇）が熊野から川伝いに阿陀（五條）に入られたことが記されています。「日本書紀」で

は、まず宇陀に入り、そこから阿陀の土地に少しの軍勢と共に吉野、阿陀を訪れたとあります。不思議な土地の神々

との出会いの場面は、山深い奈良県南部の原風景の象徴のように今も人々の心を惹きつけます。川村優理	 

藤岡家所蔵琴の内「まる儀」明治時代	 


